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◆編集・発行
　茨城町　町長公室　秘書広聴課
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　茨城県東茨城郡茨城町小堤1080
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　メールアドレス
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◆人口
　住民基本台帳
　平成31年４月末現在
　男　16,402人
　女　16,259人
　総人口　32,661人
　世帯数　13,261世帯

◆茨城町民憲章
１　ふるさとの自然を守り、美し
い環境の町をつくりましょう。

１　からだをきたえ、教養を高め
て、すこやかな町をつくりま
しょう。

１　隣人や家庭の愛を大切にし
て、まごころのかよい合う町
をつくりましょう。

１　自分の仕事に責任と誇りをも
ち、活気に満ちた町をつくり
ましょう。

１　文化遺産を愛護し、先人の努
力に感謝できる町をつくりま
しょう。

◆町の花　桜
◆町の木　梅
◆町の鳥　ウグイス

◆町の情報発信中!!
●●町公式ホームページ
　http://www.town.ibaraki.lg.jp/

●町公式ツイッター
https://twitter.com/IbarakiTownMati/

●町公式インスタグラム
　https://www.instagram.com/townibaraki_official/
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里山に育む生きものたち
№82　チゴユリ
（ユリ目　イヌサフラン科）

▼
チ
ゴ
ユ
リ
と
は

　

新
し
い
分
類
体
系
で
は
か

つ
て
の
ユ
リ
科
は
細
分
さ
れ
、

チ
ゴ
ユ
リ
を
含
む
チ
ゴ
ユ
リ
属

は
イ
ヌ
サ
フ
ラ
ン
科
に
含
ま

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
多

年
草
で
、
山
地
か
ら
丘
陵
地

の
林
下
に
生
育
す
る
こ
と
が

多
い
で
す
。
国
内
で
は
北
海

道
・
本
州
・
四
国
・
九
州
に
、

国
外
で
は
南
千
島
、
ウ
ル
ッ
プ

島
、
サ
ハ
リ
ン
南
部
、
朝
鮮
半

島
、
中
国
（
山
東
省
北
東
部
）

に
分
布
し
て
い
ま
す
。
茨
城
県

内
で
も
各
地
に
見
ら
れ
、
町

内
で
も
各
所
に
生
育
し
て
お

り
、
常
井
、
大
戸
、
南
川
又
、

生
井
沢
、
中
石
崎
、
下
石
崎
な

ど
が
野
帳
に
記
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
名
前
の
チ
ゴ
ユ
リ
（
稚

児
百
合
）
は
そ
の
開
花
期
の

様
子
か
ら
つ
け
ら
れ
た
も
の

で
、
町
内
で
も
見
て
い
る
方
は

多
い
で
し
ょ
う
。
花
期
は
５
〜

６
月
で
、
か
わ
い
い
花
で
す
。

▼
チ
ゴ
ユ
リ
の
生
活
と
繁
殖
戦
略

　

チ
ゴ
ユ
リ
は
小
さ
い
で
す

が
、
分
布
範
囲
が
広
い
こ
と
な

ど
か
ら
も
そ
の
生
活
力
は
強

そ
う
で
す
。
も
ち
ろ
ん
彼
ら
は

人
類
の
活
動
以
前
か
ら
日
本

列
島
に
生
育
し
て
い
ま
し
た
。

　

春
は
カ
タ
ク
リ
よ
り
は
遅

く
芽
を
だ
し
、
茎
を
伸
ば
し
、

葉
を
広
げ
ま
す
。
花
を
着
け

る
個
体
は
葉
が
６
〜
７
枚
以

上
着
い
て
い
る
個
体
で
、
若
く

葉
の
少
な
い
も
の
に
は
花
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

種
子
か
ら
育
つ
と
、
最
初
の

年
は
地
上
に
芽
を
だ
さ
ず
、

地
中
に
あ
り
、
２
年
目
に
地

上
に
芽
が
で
る
そ
う
で
す
。
地

上
部
は
毎
年
枯
れ
て
し
ま
い

ま
す
が
、
地
下
茎
の
節
や
先

端
に
新
し
い
芽
が
で
き
、
芽
に

養
分
を
貯
蔵
し
、
新
し
い
茎
で

は
葉
の
枚
数
も
増
え
、
花
を

咲
か
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

　

花
は
茎
の
先
端
に
通
常
１

個
つ
き
ま
す
。
２
個
以
上
あ
る

個
体
は
栄
養
状
態
が
よ
い
個

体
で
す
。
ハ
ナ
バ
チ
類
が
訪
花

す
る
そ
う
で
す
が
、
茨
城
町
で

は
ど
ん
な
ハ
ナ
バ
チ
で
し
ょ
う

か
。
花
の
寿
命
は
３
日
程
と
さ

れ
、
蜜
が
あ
る
た
め
ハ
ナ
バ
チ

が
く
る
の
で
す
。
実
際
は
種
子

に
よ
る
繁
殖
よ
り
も
、
地
下

茎
に
よ
る
繁
殖
が
多
い
と
さ

れ
ま
す
。

　

集
ま
っ
て
生
え
て
い
る
の

は
、
こ
の
地
下
茎
に
よ
っ
て
増

え
た
も
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら

の
個
体
は
ク
ロ
ー
ン
で
す
か

ら
、
遺
伝
子
の
構
成
か
ら
は

親
と
同
じ
個
体
に
な
り
ま

す
。
一
般
に
環
境
が
安
定
し
て

い
る
と
き
は
こ
れ
で
よ
い
の
で

す
が
、
環
境
が
変
化
し
た
時

に
は
交
配
で
遺
伝
子
構
成
の

変
化
し
た
種
子
繁
殖
の
個
体

が
重
要
で
す
。
種
子
繁
殖
で

多
様
性
を
保
ち
な
が
ら
、
栄

養
繁
殖
中
心
の
戦
略
が
と
ら

れ
て
い
ま
す
。

写真・文　　安　昌美

学名 Disporum smilacinum A.Gray

大戸幼稚園ちびっ子アート

「ぞうさんってかっこいいな」
　　　　おちあい とうま（５歳）

「わたしのすきなどうぶつ」
　　　　かわの あすか （５歳）


